
議会からのたより
第47号

◆
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の

人
員
及
び
運
営
等
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

◆
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

改
正

◆
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の

人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護

予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の

た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に

関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の

一
部
改
正

◆
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び

運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予

防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方

法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結

＊
公
営
住
宅
建
設
工
事

（
建
築
主
体
工
事
）

契
約
の
相
手
方　

株
式
会
社　

共
栄

契
約
金
額　
　
　

９
，
７
４
６
万
円

　
６
月
15
日
か
ら
６
月
16
日
の
２
日

間
を
会
期
と
し
て
開
催
し
、
報
告
３

件
、
条
例
改
正
９
件
、
工
事
請
負
契

約
の
締
結
１
件
、
補
正
予
算
３
件
、

意
見
案
１
件
、
発
議
１
件
の
合
計
18

件
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
た
。
一
般
質
問
は
、
山

下
議
員
が
行
い
、
会
期
を
１
日
残
し

て
閉
会
し
た
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
状
況

◆
令
和
２
年
度
各
会
計
の
決
算
概
況

◆
令
和
３
年
度
国
及
び
道
所
管
の
事

業
概
要

◆
道
の
駅
え
ん
べ
つ
富
士
見
の
来
場

者
数

◆
専
決
処
分
の
承
認

　

●
税
条
例
等
の
一
部
改
正

　

●
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算

◆
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

　

●
合
板
・
製
材
・
集
成
材
生
産
性

向
上
・
品
目
転
換
促
進
対
策
等

事
業

◆
介
護
保
険
給
付
費
等
準
備
基
金
条

例
の
一
部
改
正

◆
税
条
例
の
一
部
改
正

◆
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

◆
重
度
心
身
障
が
い
者
及
び
ひ
と
り

親
家
庭
等
の
医
療
費
の
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

◆
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

第
３
回
定
例
会

議会の主な動き
( 令和３年５月～令和３年７月）

５月７日
留萌管内町村議会議長会
定期総会出席のため議長
天塩町へ出張
５月 31日
第２回議会運営委員会開催
６月 15日
第４回議会全員協議会開催
６月 30日
留萌管内町村議会議長会
臨時総会出席のため議長
苫前町へ出張
７月 19日～ 20日
留萌地域総合開発期成会
臨時総会・地元要望・札
幌要望のため議長留萌市・
札幌市へ出張
７月 21日
第５回議会報発行特別委員
会開催

審
議
事
項

行
政
報
告〈
詳
細
は
15・16
Ｐ
〉

報　
告
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議会からのたより
第47号

新型コロナウイルス
ワクチン接種の様子

町
長
か
ら
の
行
政
報
告
（
抜
粋
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状
況

　
４
月
26
日
か
ら
町
内
の
医
療
従
事

者
60
名
の
接
種
を
開
始
し
、
５
月
19

日
ま
で
に
２
回
の
接
種
を
完
了
し
て

お
り
ま
す
。

　
優
先
さ
れ
ま
す
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
接
種
に
つ
き
ま
し
て
は
、
５

月
10
日
に
国
保
病
院
の
入
院
患
者
５

名
、
さ
ら
に
５
月
12
日
に
友
愛
苑
入

所
者
の
60
名
、
５
月
13
日
以
降
78
歳

以
上
の
高
齢
者
１
０
０
名
な
ど
、
１

回
目
の
接
種
を
順
次
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
６
月
10
日
現

在
で
、
65
歳
以
上
の
１
回
目
の
接
種

済
み
の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
接
種

対
象
者
１
，
０
９
１
名
中
６
３
３

名
、
接
種
率
は
約
58
％
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
２
回
と
も
終
え
た
方
に
つ

き
ま
し
て
は
２
７
２
名
で
、
25
％
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
２
回
の
接
種
に
つ
き
ま
し
て

は
、
７
月
末
ま
で
に
希
望
者
全
員
の

接
種
を
完
了
す
る
予
定
で
あ
り
ま

す
。
12
歳
以
上
の
町
内
の
対
象
者

２
，
３
２
１
名
に
対
す
る
６
月
10
日

ま
で
の
接
種
率
に
つ
き
ま
し
て
は
、

約
30
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後

の
予
定
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
国
か

ら
の
ワ
ク
チ
ン
供
給
が
安
定
し
て
い

な
い
た
め
非
常
に
流
動
的
で
は
あ
り

ま
す
が
、
次
の
優
先
順
位
と
な
っ
て

お
り
ま
す
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
、
高

齢
者
施
設
等
の
従
事
者
、
60
歳
か
ら

64
歳
ま
で
の
方
及
び
そ
れ
以
外
の
一

般
の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
順
次
接

種
開
始
を
目
指
し
て
準
備
・
調
整
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

道
の
駅
え
ん
べ
つ
富
士
見
の

来
場
者
数

　
道
の
駅
え
ん
べ
つ
富
士
見
は
、
令

和
２
年
４
月
24
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
、
新
た
な
観
光
拠

点
、
そ
し
て
、
遠
別
町
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
と
し
て
１
年
が
経
過
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
当
初

か
ら
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
等
が
あ
り
心

配
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
令
和
２
年
度
の
総
来
場
者
数
は

13
万
３
，０
５
８
人
で
あ
り
ま
し
た
。

２
年
目
を
迎
え
ま
し
た
、
道
の
駅
運

営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
指
定
管
理
者

が
施
設
有
効
活
用
と
し
て
新
た
に

１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ
を
開
設
す
る
な

ど
、
更
な
る
集
客
に
努
め
て
お
り
ま

す
。
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
皆
さ

ま
に
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
る
施
設
運

営
を
指
定
管
理
者
と
と
も
に
連
携
し

な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
町
民
の
皆
さ
ま
、
議
員
各

位
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
、
報
告
と

い
た
し
ま
す
。

【
一
般
会
計
】

・
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付

金　
　
　
　
　

 
１
３
５
万
円
新
規

・
公
営
住
宅
解
体
工
事

１
，
２
０
０
万
円
増

【
簡
易
水
道
特
別
会
計
】

・
啓
明
地
区
配
水
管
布
設
替
実
施
設

計
業
務
委
託
料 

１
５
０
万
円
新
規

・
啓
明
地
区
配
水
管
布
設
替
工
事

１
，
９
５
０
万
円
新
規

【
国
保
病
院
事
業
会
計
】

・
医
事
業
務
委
託
料

 

１
，
３
８
５
万
７
千
円
削
除

◆
米
の
需
給
改
善
と
米
価
下
落
の
歯

止
め
策
を
求
め
る
意
見
書

　

提
出
者　

木
村
議
員

　

賛
成
者　

山
本
議
員
、
白
井
議
員

　

意
見
案
は
６
月
15
日
の
議
会
定
例

会
で
採
択
さ
れ
、
国
の
関
係
機
関
に

送
付
し
た
。

主
な
補
正
予
算（
Ｒ
３
）

意　
見　
案
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議会からのたより
第47号

奥島橋架け替えに伴う舗装工事

令
和
２
年
度各会

計
の
決
算
概
況

　
令
和
２
年
度
の
決
算
に
つ
き
ま
し

て
は
、国
保
病
院
事
業
会
計
を
除
き
、

一
般
会
計
を
含
め
全
６
会
計
で
決
算

剰
余
金
総
額
、
５
４
，
４
３
７
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
会
計
処
理
が
地
方
公
営
企
業
法
適

用
の
国
保
病
院
事
業
会
計
に
つ
き

ま
し
て
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、

68
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

６会計の決算剰余金内訳は下記のとおり
●一般会計　　　　　　　　３７，９８７千円

（繰越明許費　２，２８０千円を含む）
●国民健康保険特別会計　　　１，３２３千円
●後期高齢者医療特別会計　　　　　  ０千円
●簡易水道特別会計　　　　　　  ８４０千円
●下水道特別会計　　　　　　１，７１９千円
●介護保険特別会計　　　　１２，５６８千円

　
今
後
も
、
財
政
の
健
全
化
を
図
る

と
と
も
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
寄
り

添
っ
た
施
策
を
選
択
し
な
が
ら
、
無

駄
の
な
い
行
財
政
運
営
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
国
及
び

道
所
管
の
事
業
概
要

　
留
萌
開
発
建
設
部
所
管
の
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
国
道
２
３
２
号
の

富
士
見
地
区
及
び
北
浜
地
区
に
お
い

て
防
雪
柵
設
置
工
事
、
金
浦
地
区
に

お
き
ま
し
て
は
、
視
線
誘
導
灯
設
置

工
事
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
北
里
地
区

に
お
き
ま
し
て
は
、
交
差
点
改
良
の

調
査
測
量
設
計
が
予
定
を
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
遠
別
漁
港
に
お
い

て
は
、
新
北
防
波
提
の
補
修
が
予
定

を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、
留
萌
振
興
局
留
萌
建
設
管

理
部
所
管
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
一
般
道
道
名
寄
遠
別
線
の
奥
正

修
地
区
の
ト
ン
ネ
ル
前
後
に
お
き
ま

し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
、
遠
別
側
で

は
宇
遠
別
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
に
着
手

さ
れ
、
幌
加
内
側
で
は
３
号
橋
の
上

部
架
設
工
、
地
滑
り
対
策
工
及
び
暫

定
土
工
が
予
定
さ
れ
、
奥
島
橋
に
お

き
ま
し
て
は
、
架
け
替
え
に
伴
う
舗

装
工
事
が
予
定
を
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　
産
業
振
興
部
所
管
の
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、海
岸
保
全
整
備
事
業
が
、

丸
松
地
区
及
び
丸
松
１
地
区
に
お
い

て
重
力
式
護
岸
、
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
製

作
・
据
付
工
事
が
進
め
ら
れ
、
昨
年

度
新
た
に
地
区
採
択
さ
れ
ま
し
た
北

里
１
地
区
に
お
い
て
、
本
年
度
実
施

設
計
を
行
い
、
令
和
４
年
度
か
ら
工

事
が
予
定
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
治
山
事
業
で
は
、
中
北
里
地
区
に

お
い
て
、
山
腹
面
で
崩
壊
が
あ
り
、

昨
年
度
か
ら
の
継
続
で
小
規
模
治
山

事
業
に
よ
り
、
土
留
工
事
が
進
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
北
里
地
区

及
び
金
浦
地
区
に
お
い
て
、
保
育
事

業
と
し
て
下
刈
り
が
予
定
を
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
水
産
基
盤
整
備
事
業
と

し
て
昨
年
度
か
ら
継
続
で
、
遠
別
沖

合
魚
礁
設
置
工
事
が
実
施
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
以
上
で
、
国
及
び
道
所
管
の
事
業

概
要
に
つ
い
て
の
報
告
を
終
え
ま

す
。

16



議会からのたより
第47号 山下議員　 問 新型コロナウイルス感染症収束が長期化した場合の経済対策は？

笹川町長　 答 国や道の動向を注視し、商工会と連携を図り有効な対策を考えたい。

第  

３  

回  

定  

例  

会  「  

一  

般  

質  

問  

」

現
在
、
北
海
道
は
２
回
目
の
緊

急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
て
お

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

収
束
に
は
、
ま
だ
時
間
が
か
か
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

　

北
海
道
内
の
新
規
感
染
者
数
は

徐
々
に
減
少
し
て
い
る
が
、
昨
年
４

月
に
１
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発

出
さ
れ
て
か
ら
１
年
以
上
経
過
し
、

飲
食
店
を
は
じ
め
と
し
て
、
各
所
で

経
済
的
な
影
響
が
で
て
い
る
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
か
わ
か
ら
な
い

が
、
数
件
の
飲
食
店
と
商
店
が
閉
店

し
て
お
り
、
そ
の
他
の
業
種
に
お
い

て
も
影
響
が
で
て
い
る
と
聞
く
。

　
本
町
で
は
先
月
の
助
成
券
配
布
を

は
じ
め
と
し
た
経
済
対
策
が
取
ら
れ

て
い
る
が
、
再
度
、
感
染
症
の
波

が
く
る
と
予
想
し
て
い
る
専
門
家
も

お
り
、
収
束
に
は
ま
だ
時
間
が
か
か

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
収
束
ま
で
に

数
か
月
要
し
た
場
合
に
、
ど
の
よ
う

な
経
済
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
伺

う
。

道
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
つ
い
て
は
、
変
異
株

も
新
た
に
増
加
し
、
病
床
数
も
ひ
っ

迫
し
て
い
る
状
況
の
中
、
こ
れ
か
ら

夏
休
み
を
迎
え
、
人
の
移
動
の
増
加

等
で
更
な
る
感
染
拡
大
が
懸
念
さ

れ
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
あ
る
。

本
町
に
お
い
て
も
、
昨
年
度
か
ら
町

内
消
費
喚
起
対
策
と
し
て
、
生
活
支

援
助
成
券
の
配
布
や
事
業
者
も
含
む

水
道
基
本
料
金
の
減
免
措
置
な
ど
経

済
対
策
を
執
り
進
め
て
い
る
。

　

今
後
も
感
染
状
況
を
把
握
し
な
が

ら
、
商
工
会
に
ど
の
よ
う
な
事
業
者

が
影
響
を
う
け
て
い
る
か
等
、
調
査

を
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
収
束
ま
で

長
期
化
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
国

や
道
の
動
向
を
注
視
し
、
商
工
会
と

連
携
を
図
り
、
有
効
な
経
済
対
策
を

考
え
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
町
と
し
て
は
更
な
る
コ
ロ

ナ
感
染
予
防
対
策
を
充
実
さ
せ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
町
民
の
皆
さ

ま
に
も
、
引
き
続
き
、
マ
ス
ク
の
着

用
や
手
洗
い
消
毒
等
の
感
染
予
防
対

策
の
徹
底
を
お
願
い
し
た
い
。

再　
質　
問

国
、
道
の
動
向
を
注
視
と
い
う

こ
と
だ
が
、
国
、
道
か
ら
の

交
付
金
が
な
か
っ
た
場
合
、
町
の
単

費
で
の
対
策
は
検
討
し
な
い
の
か
。

難
し
い
状
況
で
あ
り
、
最
初
の

答
弁
で
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、

商
工
会
等
に
ど
ん
な
業
種
が
ど
う
い

う
状
態
な
の
か
調
査
を
お
願
い
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ど
の
辺
ま
で

ど
う
い
う
状
況
に
な
る
か
と
い
う
の

は
、
判
断
は
ま
た
今
後
に
も
ち
た
い

と
思
う
が
、
そ
の
状
況
を
見
な
が
ら
、

万
が
一
、
交
付
金
等
が
な
い
場
合
に

つ
い
て
は
、
単
費
の
投
入
も
考
え
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

た
だ
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
変
異

株
が
イ
ギ
リ
ス
型
、
イ
ン
ド
型
、
国

内
に
お
い
て
も
更
な
る
変
異
株
が
で

る
と
い
う
よ
う
な
そ
う
い
う
状
況
、

情
報
も
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
情
報
を

見
な
が
ら
対
応
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

町
政
を
問
う

問

答

問答

５月下旬に町内に配付された生活支援助成券
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シリーズ

◎遠別町の住民をピックアップし、まちの印象や、行政、議会に対しての思いなどをインタビュー
し、議会活動に役立ていきます。

遠別町の郷土芸能の伝承者で精力的な活動を続けている、遠別町「樹遠太鼓の会」を取材しました。

Ｑ . 現在の活動人数は？
　小学生４名、中学生６名、大人５名で活動してい
ます。毎週水・金曜日に生涯学習センターマナピィ・
21で練習を行っています。平成 28 年に、会の発
足 20 周年記念公演を実施しました。

Ｑ .コロナ禍により演奏できる機会が少ないが？
　各種イベントが中止になっており、何も無いとさ
みしい。本番を叩くために練習している分、イベン
トが無くなるとモチベーションが下がるのがこわい
ので、新しい曲や取り組みを行おうと思っています。

Ｑ．YouTube へ動画投稿をしているが、きっかけは？
　指導者が替わった時に世代がガラッと変わりまし
た。何かやらなくてはと思い、『SNS や YouTube を
やれたらいいね』となって始めたのがきっかけです。
それに、太鼓の練習も譜面はありますが、口唱歌で
教えるというところがあり、わかる人が居なくなると
曲も『どんな曲？』となってしまうので、教則ビデオ
ではないですが、そういう活用方法もあるかなという
こともあり、動画を撮り投稿しています。

Ｑ．今後の活動は？
　25周年を記念したイベントは考えていませんが、30周年記念はやりたいねと話しています。
　また、コロナ禍の中、厳しい状態なので、指導者としても熱量が落ちないように、目標
を失わないように練習をしていきます。時間があれば樹遠太鼓の新曲、オリジナル曲を作
曲し、披露できたらと思っています。次の演奏機会はいつになるかわかりませんが、みんな
で楽しく叩けたらと思っています。

Ｑ．メンバーの募集は？
　メンバーは随時募集中です。今は小学生以上であればいつでも誰でも、お待ちしています。

えんべつ町民 独占インタビュー Vol.8

遠別町「樹遠太鼓の会」YouTubeチャ
ンネルは、下記QRコードを読み込
むことでご覧いただけます。

※スマートフォンによる視聴はパ
ケット通信料定額制の加入契約
をしていない場合、高額な請求
がくる場合がありますのでご注

意ください。また、画面に現れる広告は当議
会とは一切関係ありません。広告によるいか
なる理由での損害についても当議会は責任
を負いません。

☆
次
代
の
太
鼓
奏
者
☆

コロナの関係で練習に
休みがあり、休み明け
の太鼓はミスが多かった
ので、取り返せたらと思
う。いまだに慣れないと
ころもあるので、これか
ら頑張っていきたい。

コロナでイベントが中止にな
り悲しい。イベントが開かれ
た時には前よりももっと上手く
なってお客さんを楽しませら
れたらと思ってます。遠別に
居るうちはみんなと太鼓を続
けていけたらなと思ってます。

イベントが中止になっ
ても、みんなで楽しん
だりすることが一番だ
し、友達とかいろんな
人を誘ったりして、ほ
かの人達とも楽しめた
らいいなと思います。

自分ができる
限界のところ
までやってい
けたらいいな
と思います。

いろんな曲を
覚えたいです。
お客さんを楽
しませる演奏
ができたらい
いなと思ってい
ます。

コロナ禍により、イベントへの出演
など思うような活動ができない中、
新しいことへチャレンジしている。
このまま活動が途切れることなく、
本町の郷土芸能を次の世代にもタ
スキを繋げていただきたい。

山口 隆輝くん 伊藤 日和さん 安喰 結芽さん

阿部 愛理さん 阿部 朱里さん
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議会を傍聴してみませんか
次の定例会は９月中旬 の開催予定です。

【お問い合わせ】
　議会事務局
　電　話　７－２１４７（直通）
　メール　gikai@town.embetsu.hokkaido.jp

詳しくはテレビ電話でご確認ください。

あとがき（白井委員）

　コロナはなかなか収束の気配を見せません。これから
もウイルスが変異し、周期的に何度も大きな波が来るか
もしれません。
　感染しない、させないように、個人個人がしっかり対
策をして外歩きも楽しみたいものです。
　コロナ禍の今、身近にある野山を歩いて、野鳥、自然
植物等を観察し、自然に親しむのはいかがでしょう。野
鳥たちは人間にとって最も身近な自然です。自然は季節
を教えてくれます。鳥の声が聞こえてくるとより強い幸福
感を感じるという研究結果もあるようです。まずは感染
防止対策をし、野外に出てみませんか。

発行：遠別町議会
編集：議会報発行特別委員会
委 員 長　　小森　嘉孝
副委員長　　山下　　悟
委　　員　　白井　金治

　７月２日、えんべつ町民 独占インタビュー
実施の際に撮影いたしました。

タ イ ト ル 写 真
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